
資産減耗費

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

40,376,648

61,238,889

支出

0
0

※資本的収支の収入は、国、県または町（一般会計）などからの負担金、出資金及び補助金などであり、支出に対する不足額は、
実際の現金支出がない収益的支出の減価償却費など（過年度分損益勘定留保資金）で補てんしました。
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純損失

企業債
出資金
不足額の補てん
補助金等

収入

　　　　　平　成　２６　年　度　水　道　事　業　決　算　状　況

※受水費・・・埼玉県企業局からの県水購入費

※減価償却費・・・水道管などの資産の使用時の経過
　　　　　　　　　　　 によって生じる減耗分を費用化

修繕費

102,219,920

24,923,635

4.51

収益（収入）

24.9
手数料
賃借料

減価償却費 80,189,295

2.84

借入金の利息

収益的収支・・・・水をつくり、ご家庭にお届けするための収支を表したものです。

費用（支出）
8,062,331

受水費

動力費

5.11

建設改良費

資本的収支・・・・浄水場の改良や水道管の布設など施設を整備拡充するための経費と財源です。

その他の費用
49,348,449

収入
支出

206.21

239,213,565

　私たちの生活に欠かせない水道水をご家庭にお届け
する水道事業は、水道料金の収入を主な財源として、
独立した会計で運営しています。そのため水道事業会
計は、税金を財源とする一般会計と区別し、「特別会
計」とされています。
　町議会において、平成２６年度の決算が認定されまし
たので、その状況についてお知らせします。

その他の費用
計

減価償却費
受水費

1.75

17.91

12.46

委託料

職員の給与

１㎥当たり費用額
（円）

31.37
6.03

36.92

281,750,347
17,613,147

水道料金の収入
その他の収入

41,930,352

264,137,200

借入金の利息
60

企業債償還金 20,862,241

2.4

薬品費

職員の給与

※平成２６度決算においては、１，７６１万３千円の純損失となり、繰越欠損金が１億１，８５５万１千円となりました。

0 100000 200000 300000

費用 

収益 
239,214 24,924 

41,930 80,189 49,348 102,220 

（単位：千円） 

水道料金の収入 その他の収入 職員の給与 借入金の利息 

減価償却費 受水費 その他の費用 
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支出 

収入 61,239 

40,377 20,862 

（単位：千円） 

出資金 補助金等 不足額の補てん 建設改良費 企業債償還金 有価証券購入費 

職員の給与 

15% 借入金の利息 

3% 

減価償却費 

29% 

受水費 

18% 動力費 

6% 

薬品費 

1% 

委託料 

12% 

手数料 

3% 

賃借料 

1% 

修繕費 

2% 

資産減耗費 

1% 
その他の費用 

9% 

水道水１㎥当たりの費用 206円21銭 

 純損失 
 1,761.3万円 



（単位：円）

《貸借対照表》 《損益計算書》

（単位：円） （単位：円）

固 定 資 産 1,530,659,797 固 定 負 債 171,448,088 営 業 収 益 251,702,249 営 業 費 用 269,548,913

有形固定資産 1,509,637,049 企　業　債 171,448,088 給 水 収 益 239,213,565 原水及び浄水費 106,833,060

無形固定資産 11,022,748 流 動 負 債 50,315,044 受託工事収益 2,569,269 配水及び給水費 33,132,732

投　　　 資 10,000,000 企　業　債　 21,799,874 その他の営業収益 9,919,415 受託工事費 2,002,024

流 動 資 産 250,105,687 引　当　金 3,942,000 営 業 外 収 益 12,434,951 総  係  費 44,181,315

現 金 預 金 231,528,097 未  払  金 24,544,043 受 取 利 息 58,980 減価償却費 80,189,295

未  収  金 5,813,653 預　 り  金 25,867 他会計補助金 1,735,752 資産減耗費 3,205,718

貯  蔵  品 12,963,937 前  受  金 3,260 長期前受金戻入 8,041,642 その他営業費 4,769

その他流動資産 △ 200,000 繰 延 収 益 150,379,974 雑  収  益　 2,598,577 営 業 外 費 用 8,118,639

長期前受金 449,652,410 特 別 利 益 0 支 払 利 息 8,062,331

長期前受金収益化累計額 299,272,436 固定資産売却益 0 雑  支  出 56,308

負 債 合 計 372,143,106 過年度損益修正益 0 特 別 損 失 4,082,795

固定資産売却損 0

資  本  金 1,213,863,600 過年度損益修正損 239,795

自己資本金 1,213,863,600 手　当 3,843,000

剰  余  金 194,758,778

資本剰余金 22,079,410

利益剰余金 172,679,368 支 出 合 計 281,750,347

資 本 合 計 1,408,622,378 当年度純損失 17,613,147

資 産 合 計 1,780,765,484 負債・資本合計 1,780,765,484 収 入 合 計 264,137,200 合　   　計 264,137,200

支出の部

膜ろ過施設主系膜・自動弁等更新工事

負債の部

越生駅前石綿管更新工事
県水受水場ポンプ更新工事

赤坂加圧場ポンプ更新工事

2,689,200
小杉地内老朽管更新工事
如意地内連合線改良工事

資本の部

上野地内老朽管更新工事

864,000

2,200,770

　下記のグラフは、過去７年間の有収水量（使用水量のうち料金収入の対象となった水量）と、純利益（収益的収支の収入と支出の差額）及び
給水人口の推移を示しています。
  水道料金が収入の９割以上を占めているため、有収水量の増減が純利益に与える影響が大きい状況にあります。
　有収水量（水需要）は長引く不況、節水意識の向上並びに人口の減少などから年々低下しております。
　一方、純利益は、平成20年度に、膜ろ過施設・主系膜交換に伴い経費が増大し赤字決算となりましたが、その後の２年間は黒字決算で推移し
ました。　平成２３年度から再び赤字に転じ、平成２６年度も給水収益の減少が続き赤字になりましたが、設備更新計画の見直しや費用の削減
を図り赤字幅を縮小することができました。
　水道事業は、安全な水を安定して供給するために、老朽化が進む施設の更新整備が不可欠であり、これに必要な額の純利益が将来にわ
たって確保されなければなりません。平成２７年度には、１７年ぶりに料金改定を行い、利用者の皆様にはご負担をおかけいたしますが、水道
事業におきましても引き続き経営改善を図ってまいりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

収入の部

1,079,417

資産の部

有収水量と純利益 ・ 給水人口と有収水量の推移

平成２６年度　　越生町水道事業　貸借対照表・損益計算書

　貸借対照表は企業の財政状態を明らかにするため年度末において保有す
る全ての資産、負債及び資本を総括的に表した報告書です。

　損益計算書は一事業年度における企業の営業成績を明らかにするため
に、その年度中に得たすべての収益からそれを得るために要した費用を記
載し、純損益を表示した報告書です。

平成２６年度に行なった主な建設改良事業

12,375,791
4,213,760
3,650,400

成瀬・古池地内石綿管更新工事

2,895,504
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純利益       

（単位：千円） 

有収水量     

（単位：千㎥） 
有収水量と純利益の推移 
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（単位：千㎥） 
給水人口と有収水量の推移 
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